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2018 年度「人材発掘」入試 

法学既修者認定試験 

 

刑   法 
（問 題） 

 

 

 

   

 
注 意 事 項 

 

 

 １．問題冊子、解答用紙および貸与六法は、試験開始の指示があるまで開かないでください。 

２．問題は２～３頁に記載されています。問題冊子の印刷不鮮明、頁の落丁・乱丁および汚れ

等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせてください。 

３．下書用紙は一人につき一枚のみ配付します。 

４．ラインマーカー、色鉛筆、修正液等は、問題冊子・下書用紙に使用することを許可します

が、解答用紙に使用した場合は、不正行為とみなすことがあります。 

５．貸与六法への書き込みは、不正行為とみなすことがあります。 

６．試験開始の指示の後、解答用紙表紙の所定欄に、受験番号、氏名、問題番号を記入してく

ださい。受験番号は正確にていねいに記入してください。読みにくい数字は採点処理に支

障をきたすことがあるので、注意してください。 

７．試験終了の指示が出たら、すぐに解答を止め、筆記用具を置いてください。終了の指示に

従わず筆記用具を持っていたり解答を続けた場合は、不正行為とみなすことがあります。 

８．試験終了後、問題冊子、下書用紙は持ち帰ってください。 

９．いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出してください。 

10．解答用紙に記載の注意事項もあわせて確認してください。 
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 問題１の解答は『解答用紙（Ｃ）』を使用してください  

 

問題１（60 点） 

 

 甲は、知人乙とともに、新宿区所在のＰ公園において歩行者を襲って現金を奪うことを計画し、某

日午前０時頃、スマートフォンの画面を見ながらＰ公園を散歩していたＡに目を付け、事前の計画通

り、乙がＡの背後から黒色のポリ袋（縦 80 センチメートル、横 65 センチメートル、容量 45 リット

ル）をかぶせてＡを地面に押し倒した後、甲がうつ伏せになったＡに馬乗りになり、その後頭部を鉄

パイプで小突きながら、「財布を出せ」とＡに申し向けたところ、Ａはおびえて財布をポケットから

取り出し、脇に放り投げた。 

 Ａの財布を拾い上げてＱ銀行のキャッシュカードしか入っていなかったことに気づいた乙は、Ａが

予想以上におびえているのを見て気の毒になったので、甲に向かって「今日はこの位にしておこう」

と言った。しかし、甲はこれを無視して、「現金は持っていないのか。ないなら、キャッシュカード

の暗証番号を教えろ」とＡに申し向け、「教えないなら殴ろうか」と言いながら、馬乗りの状態で鉄

パイプを振り上げたため、乙はとっさに甲の鉄パイプをつかみ、これを制止した。甲は、年下の乙が

邪魔をしてきたことに激昂し、乙の手をふりほどいたうえで、乙の側頭部を１回、Ａの後頭部を２回、

続けざまに強く殴打し、乙とＡがともに動かなくなったのをみて、何も持たずにその場を立ち去った。

甲のこれら殴打行為により、乙は加療３週間を要する打撲傷、Ａは硬膜外出血を伴う頭蓋骨骨折等の

重傷をそれぞれ負った。 

 甲による殴打後しばらく意識を失っていた A は、一時的に意識が回復した同日午前０時 30 分頃に

スマートフォンを用いて被害を警察に通報し、自力で近くの交番に向かう旨を伝えた。しかし、その

５分後、Ｐ公園から 200 メートル離れた住宅地の路上（幅員７メートル、付近に街灯なし）で再び意

識を喪失してその場に転倒し、折から進入してきたＢ運転の大型自動車に轢過され、内臓破裂による

出血性ショックのため間もなく現場で死亡した。 

 甲及び乙の罪責を論じなさい（特別法違反の点は除く）。 
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 問題２の解答は『解答用紙（Ｄ）』を使用してください  

 

問題２（30 点） 

 

 放火罪における「焼損」の概念について、事例を挙げて説明しなさい。 

 

 

 

〔以下余白〕 
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